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介 護 ロ ボ ッ ト 等 の 種 別 移乗介護

介 護 ロ ボ ッ ト 等 の 製 品 名 スカイリフトiR  SL-2023

介 護 ロ ボ ッ ト 等 の 使 用 状 況
（使用する業務・使用頻度等）

移乗は、一日一人につき約15回
排泄は、一日一人につき4～5回行う。

介 護 ロ ボ ッ ト 等 の 導 入 効 果
（導入による業務改善状況等）

導入前までは、1人で夜勤へ入るのが困難で
あった高齢の職員も導入後は介助の負担が軽
減し、夜勤のシフトへ入ることができるように
なった。一部の職員への夜勤の負担が大き
かったのが、導入後は改善された。
利用者様もこれまで介助者の体格の違いによ
り介助の方法に差が生じていたが、導入後は
一律した介助を受けることが出来るようになっ
た。
また、ホームでのリハビリの一環としても活用し
ており、下肢の筋力の強化も職員・利用者様自
身共に感じている。

介 護 ロ ボ ッ ト 等 の 導 入 の 課 題

より活用の場を増やし、職員の業務負担を軽
減するとともに、利用者様にとっても質の高い
介助ができるよう、ロボット機器の活用方法を
検討していく必要がある。
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